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   We reviewed 479 cases of cryoprostatectomy, 361 of which were performed using the 1-or 
2-stage refreezing method, and 118 cases which were done by freezing only once. The refre-
ezing methods gave better clinical and radiographic results as compared with the once-freez-
ing method. As complications were seen in 20 % of the cases in which the refreezing me-
thod was used and 10% of those in which the once-freezing method was used. Sonographic 
control was useful for the prevention of complications.
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1.Cryoprostatectomyの対 象 とそ の適 応 に つ い
て
私 た ち は,前 立 腺 に 対す るcryosurgeryを1975年
よ りお しす す め て きた3).1975～1979年の最 初 の5
年 間 は,す べ て の種 類 の 前 立 腺疾 患(BPH,prosta-
ticstone&cancer,BNC)に行 な って き た が,
1980年以後 は 主 に合 併 症 の あ るBPHやprostatic
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Fjg.3.CryoProstatectomy後のUCG豫.膀
胱 頸 部 ・前 立 腺 部 の脱 落が み られ る.
Fig.4,CryoProstatectomy(再凍結 法)後 のUCG
像.広 範 囲 に 組 織 脱 落 が み られ る.











Fi9・5・a)Cryoprostatectomy(再凍結 法)後 のUCG像.術 後
4ヵ 月 目に はopensurgeryやTUR-Pの 術 後 と よ く似
た像 が み られ る.b)排 泄 した 前立 腺 組 織 と前 立腺 結 石


























んだ 理 由 で あ った(Table1).
2.方 法
私 た ち が行 な って きたcryoprostatectomyの方 法
と して は,局 所 麻 酔 下 に ク ライ オパ ー(東 理 社 製 クラ
イ オバ ー)を 尿 道 に 挿 入 した の ち,直 腸指 診 にて ガ イ
ドノブ をapexに あ て 凍 結す る.凍 結時 間 は平 均 約
10分で あ るが,大 きな 凍結 部 分 を 得 るた め症 例 に よ っ
て は,手 術 当 日に 同 位 置 あ る いは 違 う位 置 で,ま た は
他 日再 凍結 を行 な う再 凍結 法 を 行 な った3).治療 成
績 に つ い て は凍 結 回数 が1回 と2回 以上 のgroup,
す なわ ち,1回 凍 結 法 と再 凍 結 法 に わ け 比 較検 討 し
た.
3.症 例
代 表 的 なcryoprostatectomyの症 例 を 供 覧す る.
IfO2 泌尿紀要32巻11号1986年





























Table3.Cryoprostatectomyでの 合 併 症
合 併 症 大阪市大 東邦大 順天堂大 千葉大
(凍結回数)503197172174
2)症 例2175歳,BPHとprostaticstonesの症
例.最 初10分を前 立 腺 部 で,次 に 膀 胱 頸 部 よ り7分 凍
結 させ た,い わ ゆ る再 凍 結 法 を 施 行 した 症 例 。 そ の 結
果 はFig.4に しめ す よ うに,先 程 の 症 例 とほ ぼ 似 た
UCG像 を しめ した が,先 程 の 症 例 よ り大 き な 前 立
腺 部 の脱 落像 が 認 め られ た 。
3)症 例3cryoprostatectomyによ る尿 道 の変
化 を,UCGを も ちい て 経 時 的 に 観 察 しえ た 症例 を
供 覧 す る(Fig.5-a).症例 は66歳,BPHとprosta-
ticstonesを有 し,再 凍結 法 に よるcryoprostatec-
tomyを 施 行 した.前 立 腺 凍結 後,尿 道 は不 整 な像 を
しめ して いた が,約1ヵ 月 後 に前 立腺 組 織 が排 泄 した
の ち には,尿 道 粘 膜 の再 生 と と もに,前 立 腺 部 尿 道 は
ス ム ー スな 形 態 を し め し,約4ヵ 月 目の 後 部 尿道 は
opensurgeryまた はTUR-Pの 手 術 後 の よ うな 像
を し めす よ うに な った.F三g.5-bは,凍 結 正ヵ月 目
に排 泄 した 前 立腺 組 織 と前 立 腺 結 石 で あ る.こ の よ う
な排lidは凍 結 後 平 均1ヵ 月 目頃 に 多 く経 験 した.
1)イ レウス
2)尿 道 狭 窄1
・)纏雍 重症尿路 ・




























1)症 例1:症 例 は65歳,男 子.排 尿 困 難 を 主 訴 と
して 来 院.凍 結1時聞10分のcryoprostatectomyを
1回施 行.Fig.3の ご と く,UCG像 に お い て,膀









cryoprostatectomy後の長期的観察(予 後)に つ い








tomyを開始した最初の5年 間では副睾丸炎,尿 管 ・
膀胱三角部の凍結による腎不全症例を経験 したが,最
近では手術手技の向上に伴いそれ らの数は減少 し,尿






安本:前 立腺肥大症 ・前立腺凍結術 1603
20年間 の統 計 で は,前 立 腺 肥 大 症 に 対す る 手術 は,は
じめ の10年間 は主 にopensurgeryを行 な って い た
が,最 近 の10年間 に はcryoprostatectomyやTUR-P
な ど さ まざ まな 治療 もな され る よ うに な っ て きた.私
た ち も,1975年よ りこれ らの治 療 を お しす す め て お
り,今 回 そ の成 績 な どにつ いて調 べ てみ た.
その 結果,総 合 的 にみ る と この成 績 は他 施 設 の とほ
ぼ 同様 程度 の治 療 成 績 を得 た(Table2).と くに再
凍結 法 に よる成 績 は す ぐれ て お り,な か にはopen
surgeryやTUR-Pな どの 治療 法 とほ ぼ 同程 度 の効
果 を あげ る もの もあ った.
私 た ち が こ のcryoprostatectomyに取 り込 ん だ 当
初,凍結 され た 部 分 の 大 き さが 大 きい ほ ど,その 治療 効
果 の良 い こ とが 推 測 され た た め,1回 凍 結 法 に よ る長
時間 凍 結す る方 法 を試 み た,し か し,こ の方 法 で は ア
Fig・8.同症 例 のUCG像 。
れ る.
前立腺の脱落がみら
Fig.6.Cryoprostatectomy術中 の超 音波 像 .





Fig.7.同症 例 の排 泄 した前 立 腺 組 織 .そ の 大 き さは
















察された大きさにほぼ一致 してお り,術前 ・術後2カ
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